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第1真 布崎山ポピュレー ション･センサスの結果 1972.1.
オ ス メ ス
Adult Young Adult Young 4 3 2 1 0 計
^ 60-7020-30 235-245 35-45 40-5085-95 110-130 120-140 130-140 880-900+(ilo)
B 27-28 10-12 57-60 6-10 20-2528-37 25-35 25-30 40-44 250-260
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第1図 白山蛇谷三ツ又付近における群れの分布と
遊動ルート｡1972年2月～3月
った｡また節1図に示 したように.群れの遊動域の重
複,Jt,-トの交叉などが放水された｡m韮期間中,カム
T)A群を含めれば.少なくとも5郡.一約250琉 6)が約3.5
血 2の地域内に生活することになる｡このような灸件の
もとで,カムリA群からの分派袋田(ワカオス12-13乱
メス2頭)が,異なった2つの群れと行動をともにした
ことが観察された7)｡
市崎山の巨大な郡れサイズも.白山蛇谷の群れの季節
的な岱中8)ち.ともにニホンザルの地域個体群と叫位先
田である群れとのm係を.梯社会維持規約の問題とのか
かわりにおいて考察する上で爪昧ある現象であるといっ
てよい｡以上述べたことから明らかなように,郊者がニ
ホンザルの個体即効僧ということばで包括的に袈現した
ものは, ここでは主に.那れのサイズ,群れの和加過
払 群れのサイズの変-3rT'6.等の解明が中心的な課超とな
る｡つまり,エホンザルの群れの大きさと安定性の問
招.1個休のライフ･スパンすなわち生活史は.群れの
相加過程とどのようなかかわりあいをもっているか.個
体数および分布城の変化の問題を考える上で.地域個体
群と叫位蛇田としての群れとの凹係をどうとらえてゆく
べきか等の問題を明らかにしてゆきたいと考えている｡
なお.芯崎山調査にあたっては大分市より,また蛇谷
調査にあたっては石川県白山調正賓El会より.調査班用
の一部を負担していただいた｡
4)伊沢 (1970).白山のニホンザル.モンキー 14-6
(116弓う.
8･t例年は.拙祭のベース･キャンプとしている中宮温
血分校付近で.300-400CZd近い枇雪皿があるが,今
咋はILtいせい70cm程皮であった.
〇･'花火に同相 こ紙察しえた群れは.タイコB(65預以
上).タイコⅩ (約75研),カムリC(約30豆n).カム
lJA (約60gl)の4群.調査の後半に以上の群れと
は異なると思われる32頑強の1郡を見ている｡
-31-
7)カムリCは,2月8日～17日の問は30頭程の群れを
つくっていたが,3月7日にはタイコⅩと思われる
65頭以上の群れの中に観察された｡カムリAからの
分派袋田の数は約15頭であるから30頭の集団の残り
の個休の由来が問題となるが,この点に関しては不
明である｡
8)蛇谷一帯のサルが.冬季だけ三ツ叉付近に集まって
くるのか,また,もしそうだとすれば毘挙には.ど
の程度分散しているのかといった点については不明
なことが多い｡
